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PC板先付け、型枠先付け 

タイル張り工法の分類 

タイル張り仕上 

後張り工法 

湿式工法 

セメントモルタル 

モルタル張り 

有機系弾性接着剤 

接着剤張り 

先付け工法 

乾式工法 



2 外壁タイル張りのリスク 

タイル張り外壁は多彩なデザイン性、耐久
性の高さから多くの建物に採用されている
が、一度はく離が発生すると大きな事故へと
繋がる恐れがある。 

 ⇒はく離・はく落を防止する工法の採用 

 ⇒定期的な維持保全を行う 



3 モルタルによる外壁タイル張りのリスク 

【ディファレンシャルムーブメント（相対歪み）によるはく離メカニズム】 
 日射、外気温、湿度等の変化によって各材料の層間に繰り返しの
せん断力が発生する。この応力が各層間の付着力を上回ると、はく
離、はく落が生じる。 

躯体コンクリート 

下地モルタル 

張付モルタル 

タイル 

ひずみ差 



4 はく離・はく落防止技術 

【下地処理】（JASS19 3.7.2下地処理） 

コンクリート表面は、はく離防止のための清掃および目荒し
などを確実に実施する。 

 ⇒超高圧水洗浄による躯体コンクリートの目荒し 

 ⇒ＭＣＲ工法により躯体コンクリートに凹凸をつける 

【はく落防止技術】 
はく離が生じても直ちにははく落に至らない。 

 ⇒立体繊維材料張り工法 

 ⇒コーン状係止部材及び短繊維混入モルタルを 

   併用したタイル張り工法 

 ⇒先付け特殊繊維シートによるタイル張りモルタル層の 

   はく離防止工法 
建築工事監理指針 11章5節「標仕」以外の工法 



5 有機系接着剤によるタイル後張り工法の利点① 

 有機系接着剤によるタイル後張り工法（接着剤張り工法）は弾
力性（伸縮性）のある接着剤を用いてタイル張りを行うことで、接
着界面に発生する応力を低減できることから、タイルはく離・はく
落防止性能や耐震安全性が優れると考えられる。 
 近年普及が進んでいる工法である。 
 

接

着

剤

モ
ル
タ
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タイル

接着剤張り モルタル張り

接

着

剤

モ
ル
タ
ル

タイル

接着剤張り モルタル張り

下地の変形にモルタルが
追従しない 

下地の変形に接着剤が
追従する 

モルタル張り 接着剤張り 
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＊弾性接着剤を用いた外装タイル張り仕上げの耐久性 

  （弾性接着剤タイル張り研究会） 

有機系接着剤によるタイル後張り工法の利点① 

試験体 

（二丁掛けタイル） 



7 有機系接着剤によるタイル後張り工法の利点② 

＊弾性接着剤タイル張り研究会 

張付条件による性能のバラツキ 

【送風試験】 
 張付け材を塗布後、風速
1.5，3m/sの風を2，5分当て
た後、タイル張りを行った。 

 

【乾湿繰り返し試験】 
 「20℃水中24時間、80℃
気中48時間」を5，10，20，
30サイクル行った。 
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 1993～1995  官民連帯共同研究 

    「有機系接着剤張りを利用した外装タイル・石張りシステムの開発」 

 2006.12  材料ＪＩＳ化 （JIS A 5557 外装タイル張り用有機系接着剤） 

 2008.11  日本建築学会でシンポジウム開催 

 2012.07  学会仕様書 ＪＡＳＳ19 タイル工事に記載 

 2013     平成25年度 公共建築工事標準仕様書に採用 

  ⇒ 実績としては２０年 （実建物２０年経過後の調査で問題なし1)～3)） 

外装タイル弾性接着剤張りの変遷 

【参考文献】 
 1）山添寛知ほか：弾性接着剤外壁タイル張り工法における実建物経年調査20年後の結果、日本建築学会2011年学術講演会、pp855～856 
 2）高橋正男ほか：外装タイル張り用有機系接着剤工法 実建物での20年経過後調査、日本建築学会2011年学術講演会、pp859～860 
 3）高橋正男ほか：弾性接着剤施工実建物での２０年経過後調査結果、日本建築学会2012年学術講演会、pp1025～1026 



9 経年での接着剤張りの接着強さの推移 

接着剤Ａ：変成シリコーン樹脂系接着剤（１液） 

接着剤Ｂ：変成シリコーン・エポキシ樹脂系接着剤（２液） 

日本建築学会大会学術講演梗概集（関東） 2011 年 8 月 1428 

○山添 寛知、  楠木 孝治、  久住 明  

接着強さ、破壊状態共に良好な結果であった。 

また、２０年経過しても接着剤は弾性を維持していた。 
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クシ目ゴテ 

（凹凸：５ｍｍ） 
タイル張り用接着剤施工の様子 

タイル張り用接着剤は、クシ目ゴテを用いて躯体に擦り付け
るように施工するため、躯体の成りにしか施工できない。 

接着剤張りの施工方法 



11 接着剤張りの課題 

 接着剤の張り代が薄いため、下地精度が仕上りに影響しやすい 

→ ＲＣ躯体では不陸や型枠の段差・目違いが生じるため、下地の 

  不陸調整が必要 

水平打継ぎ部の段差 型枠パネルの目違い 
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・モルタルを薄層で施工するとドライアウトの危険性がある 

RC躯体 

下地調整用モルタル 

接着剤張りの課題（直貼り） 

・モルタルで部分的に不陸調整を行う際に吸水調整材の 
 はみ出しが問題となる 
 （モルタルを塗らない箇所には吸水調整材を塗布してはならない（JASS19, P33）） 
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モルタル 

ＲＣ躯体 

接着剤 
タイル 

接着剤張りの課題（全面下地調整） 

 モルタルを一定の厚みで塗布することでドライアウトや、 

吸水調整材のはみ出しの問題がない。 

 しかし、不陸調整をセメントモルタルで行うと、ディファレンシャル 
ムーブメント（相対ひずみ）に起因する問題を抱えるため、  
接着剤張り工法の性能を十分に発揮できない。 

追従性:○ 

追従性:× 



14 「トータルフレックス工法」 開発のねらい 

不陸調整とタイル張り付けをすべて弾性材料で構成することに

よって、弾性接着剤張り工法が有する剥離防止性能を最大限に

発揮できる工法。 

【トータルフレックス工法®】 

タイル張り用弾性接着剤

タイル

弾性下地調整材
｢ボンドレベルワン｣下地の凹凸

＊1 

＊１：ボンド エフレックスタイルワン 
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弾性下地調整材 「ボンド レベルワン」 

•  タイル張り用接着剤と同じ変成シリコーン樹脂を主成分
とし、鏝塗り作業性を高め、不陸調整用に開発した製品 

•  ㈱竹中工務店／コニシ㈱ 共同開発品 

タイル張り用弾性接着剤＊１ 

弾性下地調整材 
｢ボンド レベルワン｣ 

下地の凹凸 
（段差等） 

タイル張り用弾性接着剤＊1 

タイル 

弾性下地調整材 
｢ボンド レベルワン｣ 下地の凹凸 

（段差等） 

有機系接着剤による高耐久外装タイル張り工法 

「トータルフレックス工法」 概要 

外装タイル張りの剥離・剥落を防止し、耐久性と地震時の安全性

を高めた弾性接着剤によるタイル張り技術 

新たに弾性下地調整材「ボンド レベルワン」を開発したことにより

コンクリート下地の不陸調整とタイル張付けを弾性材料で構成し、

接着剤張り工法が有する剥離防止性能を最大限に発揮 

*１：ボンド エフレックスタイルワン 



16 「トータルフレックス工法」 特徴 

① ＲＣ躯体とタイル張り層に発生する歪みを緩和 

  ⇒ 繰り返し疲労による接着力低下を抑制し、耐久性が向上 

  ⇒ 地震時にひび割れ・剥離が生じ難く、耐震安全性が向上 

② 現場での水の練り混ぜが不要で、安定した材料品質を確保 

③ 超高圧水洗浄等による下地の目荒しが不要で、騒音作業を低減 

④ ドライアウトの懸念が無いので、薄塗や擦付けでの施工が可能 

⑤ エフロレッセンス（白華）に起因する美観低下を生じにくい 

⑥ 接着剤が止水性能を有するため、外壁の防水性が向上 

従来のモルタル工法と比較して、以下の効果が期待される 

16 



17 「トータルフレックス工法」 特徴 

試験体の概要 試験の様子 
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0.79 

0.51 

1.69 

1.59 

2.31 

3.49 

6.34 

タイル張り用接着剤 

／なし（直張り） 

タイル張り用接着剤 

／弾性下地調整材：ｔ５ 

タイル張り用接着剤 

／下地モルタル：ｔ10 

「トータルフレックス工法」 特徴 
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主成分 変成シリコーン・エポキシ樹脂 

外観 グレー色ペースト 

粘度 1) 

［Pa･s/23℃］ 

1r/min 2800 

10r/min 400 

1r/10r粘度比 7.00 

比重 1.46 

1)  BH型回転粘度計(ローターNo.7)による測定値 

弾性下地調整材の性状 

弾性下地調整材 「ボンド レベルワン」 

㈱竹中工務店／コニシ㈱ 共同開発品 



20 「トータルフレックス工法」 工程 

① コンクリート壁面の水洗い清掃を行う。 

② 新開発した弾性下地調整材「ボンド レベルワン」を塗り付けて、壁面の

凹凸を平坦に均す。 

③ 「ボンド レベルワン」の硬化後に、外装タイル張り用弾性接着剤「ボンド 

エフレックスタイルワン」（JIS A 5557適合品）を塗り付けて、タイルを張

り付ける。 

④ 最後に目地詰めを行う。 

弾性下地調整材塗付け 下地調整状況 タイル張り用接着剤塗付け タイル張付け状況 



21 下地調整状況① 



22 下地調整状況② 



23 ＴＦ工法の注意点① 

レベルワンは１液湿気硬化型であるため内部硬化に時間が 

かかる。そのため、１回の塗布厚は5mm以下、重ね塗りは 

２回（合計10mm）までに設定している。従って、10mm以上の 

不陸がある場合は、従来通りのモルタルでの補修が必要。 

⇒直張り/打放しを想定した躯体精度が必要 

I. 躯体精度を高める必要がある 

Ⅱ.タイル裏足の選定が必要（推奨） 
タイルの裏足が高いタイル（モルタル張り用タイル）を選定すると、
タイル裏面への接着剤の充填率が低下してしまう可能性がある。
また、充填率を上げるために接着剤の塗布量を増やす等の対応
が必要になる。  

JASS19「陶磁器質タイル張り工事」（P.163「プロセス検査」） 
  タイル裏面への接着剤の充填率が60％以上必要 



24 シーリング材との相性試験 

公共建築工事監理指針（平成２５年版） 
⇒接着剤によるタイル張りが追記されたことにより、 

  接着剤とシーリング材の相性試験が必要となった。 

【確認項目】（日本接着剤工業会規格ＪＡＩ17「シーリング材と接着剤の相互汚染性試験」 

 ☆汚染性の確認（汚れ、色相、界面でのはく離） 
 ☆表面性の確認（皮膜の硬さ、タック、ブリード） 
 ☆界面状態の確認（界面部位を伸ばし目視による確認） 



25 シーリング材との相性試験 



26 タイル張りに関する世間情勢 

平成20年4月に建築基準法第12条に基づく定期報告制度が改
正され、タイル外壁等においては「2~3年毎の目視及び部分打
診調査」と「10年毎の外壁全面打診調査」が義務化された。 

I. 10年毎の外壁全面打診検査が義務化 

Ⅱ.タイルの「浮き・剥落」は瑕疵 

2011年「別府マンション事件」に対し最高裁判決が下った。 

はく落する恐れのある瑕疵は建物としての基本的な安全性を損
なう瑕疵であり、設計・管理者・施工者等に損害賠償責任があ
る。 



27 建設技術審査証明取得① 

審査証明技術は、新たに開発された技術が、既
存技術と比べて優位な特徴を有することについて
第三者機関の「一般財団法人 日本建築センター
（学識経験者）」において当該技術を客観的に審
査し、証明したものです。 

2013年9月30日 

トータルフレックス工法が 

建設技術審査証明を取得。 



28 トータルフレックス工法の実績 

トータルフレックス工法の施工実績が50,000m2（30件）を突破 
 →病院、ホテル、学校、共同住宅 etc.  （2013年12月現在） 

無断複製禁止 


